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（Receiyed　August ／1，1970）

　Phenolic　 comp 。 nents 　 of　 two 　crude 　drugs ，　 Chinese　and 　Japanese“Cimicifuga　 Rhizoma （升麻）
”

，　 C．　dahurica
MAXIM ．　 and 　C，　simplex 　WORMSK ，　 respcctively ，　 were 　 compared ，　 Isoferulic　 acid 　 was 　 obtained 　 as 　main

phenolics 　frDm 　 the　former 　but 　 was 　 not 　detected 　in　 the　latter ．　 From 　 the　both　 rhizomes 　 ferulic　 acid 　 was

isolated　 and 　 also 　 caffeic 　 acid 　 was 　found　 to　be　present　by　using 　 chromatographic 　 method ．

　升麻 は 発汗解熱，解毒薬 と し て 冂 内炎，咽腫瘍，扁桃腺炎 に 漢方で 広 く用 い られ る．本邦で は ， 古来，サ ラ シ ナ シ

ョ ウマ Cimicifuga　 simPlex 　WORMSK （キ ソ ポ ウ ゲ科）の 根茎
2）が用 い られ た が，採集難か ら価格が高くな り，現在

で は 安価な 中国 産升麻 が 輸人 され市場品 「升麻 」 の 大 部 分 を 占め て い る。

　中国産升麻
3） に は ，北 升 麻 （C ．dahurica　MAxIM ．），関升麻 （オ オ ミ ツ バ シ ョ ウ マ C ．　heracletfolia　KOMAROV ）・

西 升麻 （C・foetida　L ・），広東升麻
4》

（麻花頭，　 Serratula　chinensis 　S，　MOORE
， キ ク 科）があ D，本邦市場品が北升

麻で あ る こ と は ，著者 の 1 人，伊沢 に よ り，そ の 内部形態 の 研究か ら証 明 され た
5〕，ま た 北米 産 C，racemosa 　NUT −

TALL の 根 は ア メ リ カ 升麻 と 呼 ば れ，以 前米 国 薬局方 に そ の 根茎 お よ び エ キ ス を収載 し，り ＝ ウ マ チ ス お よ び 神経痛

そ の 他に 鎮痛薬と して 用 い られ た
6），

　Cimicifuga属植物の 成分 に つ い て は ，　 C ．　racemosa の 根茎 よ り Finnemore7 〕は イ ソ フ ェ ル ラ 酸 Phytosterol，未

知 結 晶 性 物 質な ど を 得た と 報告 して い る が，最近，C。 rsano 等
s） に よ リ ト リテ ル ペ ソ 配糖体が 分離 され た．一方 ， 竹

本 等 は 本邦産 オ オバ シ ョ ウ マ C ．acerina （SIEB．　 et　 SuCC ．）C．　TANAKAg ，t1・t2），サ ラ シ ナ シ ョ ウ rtLo ，12）お よ び イ ヌ

シ ョ ウ マ C・ゴ妙 oη 磁 （THUNB ・）SPRENGELII ・12） の 地 下 部 に つ い て 詳細 な 研 究 を 行 な い ，β
一Sitosterol と 共 に 数 種
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）

）
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）
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Loca 亡ion ： Ebara　2−chome ，　Shinagazva−ku，　Tokyo．

本邦 市 場 で は 「和 升麻」 と呼ば れ ，
こ れ に 対 し て 中国産 の 輸 入 升麻 は 唐升麻 と 言 わ れ て い る．黒 升 麻 は 本 来，

和升麻 の こ と で あ る が，現在，北升麻 を 黒 升 麻 と 名 称を 附 し て 市 場 に 出廻 っ て い る が，こ れ は 明 らか に 誤 り で

あ る，

中国医学科学院等編，
“
中葯志

”
，第 1 版 ，第 1 冊，人 民 衛 生 出 版 仕，北 京，1961，p ．73．

一
名 「白 升 麻 」 と 呼 ば れ，科 名 も他 の 升 麻 類 と 異 り，形態学的 icも 明 らか に 区別 し得 る．

伊 沢一男，利 根 川 照 男，米 田 邦 予，日 本 生 薬 学 会東京 大 会講演 要 旨集，1969 年 9 月，p ．13 ．
刈 米 達 夫 ，木 村 雄 四 郎，“

和 漢 薬用 植物
”
，広 川 書 店，東 京 ，1959，p．311．

H ．Finnemore ，　 Pharmaeeutical ノ，，29，145 （1909），
S，Corsano ，　 J．M ．　Mellor，　 G ．　Ourisson，　 Chem 。　 Comm ，，1965，185 ；S．　Corsano，　 H ，　Linde ，　G ．　Piancatelli

，

L ．Panizzi，　 Chimia ，21，130 （1967 ）；H ．　Linde ，　 Arch ，　Pharm ．，301，335 （1968）．
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の 新 ト リ テ ル ペ ン が 分離され た．し か し ， 北升麻 に つ い て は 未だ研究報告 を見 な い ．

　著者等は 北升麻お よび サ ラ シ ナ シ ョ ウマ の 根茎 の メ ダ ノ
ー

ル エ キ ス を濾紙 ク v マ トグ ラ フ ィ
ー （PPC）ま た は 薄層

ク P マ トグ ラ フ ィ
ー （TLC ）で 展開す る と，何れ も紫外線下 で 数個 の 蛍 光物質 の 存 在 が 認 め られ た が，北 升麻 の ク v

マ トグ ラ ム に は サ ラ シ ナ シ ョ ウ マ に は 見 られない ス ポ ッ トが観察され た．従 っ て，こ れ ら蛍光物質を升麻類の 区別 に

応用す る 目的 で ，先ず北升麻お よび 和升麻に つ い て フ
ェ ノール 性物質 の 検索を 行 な っ た．な お，市 販 の 「和升麻」 は

野生 の サ ラ シ ナ シ ョ ウ マ の 根茎 と形態も全 く
一

致 し，ま た 両 者 の メ タ ノ ール お よび エ ー
テ ル エ キ ス の PPC と TLC

「

は 同様 の ク ロ マ ト グ ラ ム を与え た の で 抽出材料に は 市販 品を 用 い た．

　1． 北升麻の 成分　市販 の 北升麻を Chart　1 に 示 した 方法 に 従 っ て 成分の 分離 を試み た．即 ち ， 生薬 の メ タ ノ ー

ル エ キ ス を熱湯で 処 理 し ， 水 溶液 を エ ーテ ル （1 ），次に 酢酸エ チ ル （五 ）で 抽出 し た．（工），（∬ ）両 抽 出 液 よ りイ ソ フ

ェ ル ラ 酸 を 無色針状品 と して 単離 し た ．イ ソ フ
ェ

ル ラ 酸 の 再結晶母液 に は ，紫外線下なお 数個 の ス ポ ッ ト が 見 ら れ

Rf 値の 比較 よ リフ ェ ル ラ酸 お よび カ フ ェ
ー酸の 存在 が推定 され た ．著者等は 二 れ らを分離す るた め に ， 再結晶母液

を 炭酸 ソ ーダ 溶液で 抽出 し，その 可溶都に preparative　 TLC を 用い て 少量 の フ
ェ ル ラ 酸 を 無色針状晶 と し て 得 た．

カ フ
ェ
ー酸 の フ ラ ク シ ョ

ソ は未だ 不純物が か な り存在 し結晶 と して 分離す る こ とは 出 来な か っ た が，そ の PPC お よ

び TLC は 標品 の Rf 値お よ び呈 色 の よ く
一

致 した 明瞭 な ス ポ ッ トを 与え カ フ ェ
ー酸の 存在 を 確認 した ．

　2・ 和 升 麻 の成 分　市 販 の 和 升麻 を Chart　2 に 示 した 如 く処 理 した ．北 升麻 の 場 合 は エ ーテ ル 抽出液 を 濃縮すれ

ば多量 の イ ソ フ ェ ル ラ酸の 粗結晶が析出 した が ， 和升麻の 場合は結晶成分が得られず ，
エ ーテ ル お よび酢酸 エ チ ル 抽 、

Rhizomes 　 of 　 O．　dahuriea

　 　 　 　 　 　 1，　 extd ，　 with 　 MeOH
　 　 　 　 　 　 2．　 concd ．　in　vacuo

　 　 　 MeOII −ext ．

1… d・・ … h・・ … er

　

110

　

S

1… d・w ・・… h・r

　 　
insol．

　　　 L
ether 　SGln ．　（1）

cryst ．
「・vapd ・

subst ．

　recrystd ．　 frQm　EtOH

　　　 1
1soferuli（： acid

　 Ifiltrate

　 　 1．
　 　 2．

　 　 Iaq
．　soln ．

　　 　

　　1・ xtd ・wi ‘h
　｛　

cOEt

　　　　 I
AcOEt 　 soln ．（1 ）
　　　　I
Isoferulic　acid

evapd ．　and 　dissolved　in　ether
extd ．　 with 　20％ Na2COs ，　 then 　5％ NaOH

　 　 iaq
．　so ！n ．

　　　1　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 1
Na2COs 　sQln ．　　　　　　　　　　　　　　　　　 NaOII　soln ，

　 　 　 　 1．　 acidifd ．　 with 　di1．　 HCI
　 　 　 　 2．　 extd ．　with 　 ether 　 and 　 evapd ．
　　　　3．　 recrystd ．　 from 　 EtOH

　 1filtrate

匝・ep ・・a ・… T ・C

　　 　
ether 　soln ．

　　　 L
Isoferulic　 acid

　　　lFerulic
　 acid

　　　　　 」
Caffeic　 acid （PPC ，　TLC ）

Chart 　1

）9

10）
11）
12）

竹 本 常 松 ，草 野 源 次 郎，山 本 信 子，薬 誌，86，1006 （1966）；竹 本 常 松，草 野 源 次 郎，ibid．，87，1569（1967井
竹本常松，草野 源次 郎，山 本信 子，ibid．，87，1489 〔1967）；竹 本 常 松，草 野 源 次 郎，　 ibid．，88，623 （1968）；．

竹 本 常 松，草 野 源 次 郎，ibid．，89，954 （1969）．

草野 源次郎，松本祥子，竹本常松，第 11 図 天然有機化合物討論会講演要旨集，1967 年 10 月，p．338，

竹本常松，草野 源 次 郎，河 原 衛 雄，薬 誌，90，64 （1970）．

竹本常松 ， 草野源次 郎 ， lii本信子，薬誌，90，68 （1970）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Rhizornes　 of　 C．　 simPlex

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．　 extd ．　 with 　工＞leOH
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．　 concd ，　in　 vaeuo

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 MeOH −ext ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 extd 、　 with 　 hot 　 water

　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 sol ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　insol．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 extd ，　 with 　 e しhcr

　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　
− ．．一一一一．一一．

　
一
　

．．
　l

　　　　　　ether 　soln ，　（皿 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 aq ．　soln ・

　　　　　　　　　　　extd ，　 wi しh　10％ NaHCO3 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　 extd ，　 with 　AcOEt

　　　　　　　　　　　藷 飜 bH 　 A 、。E， ，。L，（。 、 　 。q．乙。1。 ．

　　　　　 I　 　 　 　 　　 　 　 　 　 I　 　 　 　 　　 　 　 　 i　 　 　 　　 　 　 　 　 I
　　NaHCO3 　 soln ．　　　　　　　　Na2CO3 　 soln ．　　　　　　 NaOH 　 soln ．　　　　　　　 gther 　 so ！n ．
　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 1．　 acidifd ．　 with 　di1．　 HC1
　 　 　　 　　 2．　 extd ．　with 　ether 　and 　 evapd ，
　 　 　 　 　 　 3．　 rrlixed ．　urith 　 benzenc

　 l　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　 l
crVst ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 filtrate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lp，ep 。，、tive　TLC

　　　　　　　　I　 l　　　　　　　　 　　　　　　 l
　　　　　　 Fcrulic　 acid 　　　　　　　　　Caffeic　 acid （PPC ，　TLC ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Chart 　 2

　　　　　 TABLE 　 I．　 Chromatographic 　Properties 〔〕f　 F 巳rulic ，　 Isoferulic　 and 　Caffeic　 Acids

Acids1

FerulicIsoferulic

Caffeic

Rf　values 〔× 100），20° 1 Colour　reactions

PPC TLC PPC

・AW
。望耆。111 ーー1UV ［NH

・＋ UV Dz ．S．A ，＊

TLC

83182
　
．

76

903つ

U33 379ρ
052 30．

2512

046487

ρ
0

blueblueblue

UV NII
，十 UV

bright　blue

purple−yellow
light　blue

purpleorange

−red

brown

b1。， 　 Ib
，ightb1。 ，

bluc　　　　 ．Purple −brown
…dark 　 brown 　ve ！1Qw −brown
I　　　　　　　　　　　 　

”

＊ Diazotized　 sulfanilic 　 acid

　 Solvent　 system ；BAW ； n
−BuOH ； AcOH ： H20 （6 ； 1 ： 2）

　　　　　　　　　　　 1 ；Benzene ： Dioxane ：AcOH （90 ； 25 ； 4）

　　　　　　　　　　　 1 ＝Toluene ： HCOOEt ： HCOOH （5 ： 4 ： 1）

　　　　　　　　　　　 皿 ＝CIICI3： AcOEt ： HCOOH （5 ：4 ： 1）

．
出液｛

．
こ は PPC や TLC に よ っ て フ

＝ ル ラ 酸，カ フ
ェ
ー酸な ど の 明瞭なス ポ ッ トは 認 め た が，イ ソ フ

ェ ル ラ 酸は 全 く

検出さ れ な か っ た ．次 い で エ ーテ ル 抽出液 を重炭酸 ソ ーダ
．
溶液で 抽出 し，そ の 可溶部 よ り少量 の フ ェ ル ラ 酸を 無色 針

状品 と し て 得た ．ま た カ フ ェー酸 の 結晶を 得 る た め に preparative 　 TLC を 試み た が ， 北升麻 の 場合 と 同様 に PPC

と TLC で その 存．在 を 確認 し た が ， 結晶 と し て は 分離 で きな か っ た ．

　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 実 　 　 験 　 　 の 　 　部

　TLC に は Silica　gel　GF2s．t （E ．　Merk ） を使 用，ま た preparative 　TLC に は ガ ラ ス 板 （20 × 20）に ，こ れ を 0，75

mm の 厚 さに 塗布 し た もの を 用い た ．フ ェ ル ラ酸 お よび カ フ ェ
ー
酸 は 市販品，イ ソ ブ ェ ル ラ酸は RDbinson ，　Sugasawa

の 方 法
1鞠 こ よ っ て 合成 し た もの を標品 と した ，使用 した 展開溶媒，Rf 値，紫外線

．
トの 蛍光，ア ソ モ ニ ア 蒸気 に さ ら

し た 際の 蛍光 の 変化 お よ び ジ ア ゾ 試薬 に よる 呈 色 を TABLE 　I に 示 す。生 薬は 志平 商店 （目 本橋，東京） よ り購 入 し

た もの を 用い た ．

13）　R ，Robirlson，　 S．　Sugasawa ，ノ．　 Chem ．　 Soc．11931 ，3163．
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　北升麻よリイ ソ フ ェ ル ラ酸 ， フ ェ ル ラ酸 の 分離お よびカ フ ェ
ー酸 の 確認　市 販 の 北升麻 3kg を粉砕 し，　 MeOH で

約 5 峙間ずつ 4 回温浸，全抽出液を減圧で 濃縮 し，こ れ に 熱湯 を 加 え て よ くか き混ぜ た 後，濾過す る．水 溶液を 液体

抽 出 器 を 用 い て ，先ず エ ーテ ル で 約 15 時 間，次 に EtOAc で 約 7 時間 冷 浸 す る．黄色の エ ーテ ル 抽出液 （エ）を 濃
．

縮すれば褐色 の 結晶性残留物を得 る，こ れを EtOH に 溶か し不 溶物を濾去 ， 濾液を 濃縮 し放置すれば多量 の 結晶性

物質が 析出 した．これ を 濾取 し，50％ EtOII か ら再結晶，　 mp 　228°

の 無 色 針 状 晶 O．95g を 得 k ，　 Anal ．　 Calcd，
CteHloOt ： C，61，85 ；H ，5．19，　 Feund ： C，61．79 ； H ，5．30．標 品 の イ ソ フ ェ ル ラ 酸 と 混融 し て 融 点 降 下 せ ず，　 IR，
PPC ，　TLC も標品 の そ れ と よ く　

一
致，イ ソ フ ェ ル ラ酸 と同走 した．

　イ ソ フ ェ ル ラ 酸の 粗結晶 を濾 取 した 時の EtOH 侃液 は 溶媒留去後，再 び エ ーテ ル に 溶 か し，初 め に Na2CO3 の 20

％ 溶液，次 に 5％ NaOH 溶液 で 抽出，両 ア ル カ リ溶液は それ ぞれ 希
．
　HCI で 弱 酸性 と し た 後 ，

エ ーテ ル で 抽出す

る．こ の 内，Na2CO3 可溶部に は TLC 　i’こ よ っ て フ ェ ル ラ 酸 と カ フ ェ
ー酸の 明瞭な ス ポ ッ トが見 られ た の で ， こ の フ

ラ ク シ ョ ソ に つ い て 次の 如 く処 理 し た．即 ち，エ ー
テ ル を 留 去，熱 EtOH に 溶 解，放 置後，再 び 析出 し た 少量 の イ

ソ フ
ェ ル ラ 酸 （0．lg ）を濾去，濾液 を 濃縮 ，こ れ を試料 と し て preparative 　TLC を 行な’

） た ．展開は TABLE 　I に

示 した 溶媒 1を使用 ， ク ロ マ トグ ラ ム 上 に 分離 され た フ ェ ル ラ 酸 お よ び カ フ ェ
ー酸 の 存在 部 分 を そ れ ぞ れ ア セ トソ で

抽出 し，前者 よ り析出 し た粗結晶は 5  ％ EtOH か ら再 結晶，フ ェ ル ラ 酸 を mp 　17e°の 無 色 針 状 晶 と して 10mg 得

た．　 Anal ．　Calcd．　 C
、。
H1

。
0ぺ C，61，85 ；H ，5．19．　 Found ：C ，62・20 ；H ，

5．4／．標品 と混融 し て 融点降下せ ず，　 IR，

PPC，　TLC も 全 く
一

致 した．後者の ア セ トン 抽出残留物は PPC ，　TLC に よ っ て カ フ
ェ
ー酸 と

一
致 した 単

一
の ス ポ ッ

トを 与 え た が，カ フ ェー酸 の 純結晶は 得 られ な か っ た ．

　 EtOAc 抽出液 （1 ）は 濃縮すれば （1）の 場合 と 同様 に イ ソ フ
ェ

ル ラ 酸 の 粗結品が析出，50％ EtOH よ り再 結 晶 し，

無色針状晶 と して 0，259 を得 た．再結晶母液に は TLC に よ っ て フ ェ ル ラ 酸，カ フ ェ
ー酸 な どの 存在 が 確 認 さ れ

た．

　和弁麻 よ りフ ェ ル ラ酸 の 分離 お よび カ フ ェ

ー酸 の確 認　市 販 の 和升麻 2kg を 粉砕 し，　 MeOH で 約 4 時間ずつ 4 回

温浸 ， 全 抽 出液 を 減圧 で 濃縮 し，北 升麻 の 場 合 と 同様 に 熱湯 で 処 理，水 溶液 を 液体抽出器 を 用 い て ，初 め に エ ー
テ

ル ，次 に EtOAc で そ れ ぞ れ 約 15 時 間 ずつ 冷 浸 す る．エ ーテ ル 抽出液は 溶媒 を 留去 し て も結 品成 分が 得 られ ず，従

っ て 再 び エ ーテ ル に 溶解し，順次 10％ NaHCO3
，
20％ Na2COs

，
5％ NaOH 溶液で 抽出，常法 ｝こ よ ワ希 HCI で 弱酸

性 と した後，エ ー
テ ル で 抽 出す る．NaHCO3 可 溶 離に は TLC に よ っ て ア ェ ル ラ 酸 と カ フ ェ

ー酸の 存在が 確認 さ れ た

の で ，＝ 一テ ル を 留 去，残留物 に ペ ン ぜ ン を少量加えて 攪拌 し た と こ ろ，フ ェル ラ 酸の 粗 結品が 析出 L．た ，結晶を 濾

取 した 母液は 前記同様 の 方法で preparative 　TLC を 行ない ， 史に 小量 の フ ェル ラ 酸 を 結晶性 に 単 離 した が，カ フ ェ
ー

酸 は 北 升麻 の 場 合 と 同 様 に PPC お よ び TLC で そ の 存在 を確 認 し た が 結晶 性 に 得 る こ とは 出 来な か っ た ．フ ェル ラ

駿 は 先 に 得 た 粗 結 晶 と共 に 50％ EtOH で 再 結晶 し，　 mp 　170D の 無 色 針状晶 15mg を 得た 一肋 α♂．　 Calcd．　 ClollloO4．　：

C，6／．85 ；H ，5．19 ．Found ：C，62．13 ；H ，5．40，漂品の フ ェル ラ 酸 と 混融 し て 融点降 ドせ ず，王R ，　PPC ，　TLC も よ

く一致 した．

　Na2CO3 お よ び NaOH 可溶部 に は TLC で カ フ ェ
ー酸の ス ポ ッ トは 見 られず，ま た EtOAc 抽 出 液 （IV）は TLC

に よ っ て フ ニ ル ラ 酸 と カ フ ェ
ー

酸の 存在 を示 し，エ ーテ ル 抽出液 （皿 ）と近似 した ク rr マ ト グ ラ ム を 与え る が，含 量

も僅 少 と思 わ れ た の で 精．査 し な か っ た ，
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か ら分 離 また は 検 出 され て い る に 過 ぎな い ．

　北 升麻の 場 合 に は 生薬 3kg よ り約 1・59 （0．05％） の イ ソ フ ェル ラ 酸 が 得 られ た が，今 回 は 研究対象 と しな か っ

た熱湯 不 溶残渣に も PPC と TLC に よ っ て ，なお か な りの イ ソ フ ェ ル ラ 酸の 残存が判明 して お り， 実際 の 含量 は 更

に 高い も の と考え られ る，サ ラ シ ナ シ ョ ウ マ の 場合に は，あ らゆ る フ ラ ク シ ョ ソ に つ い て イ ソ フ ェ ル ラ 酸 の 検出に 努

め た が 確認するに 至 らな か っ た ．

　漢方処方に 配剤 され る 升麻は 数年前 まで は 日本 産升麻が 当て られ て い た が ， 最近 は も っ ぱ ら北升麻に変 っ て来て い

る の が ， わ が 国 の 実状で あ る．和 升麻 （黒升麻 と もい う） の 水 溶性 成 分に は イ ソ フ ェ ル ラ 酸 が検 出 され な い の に 対 し

て ， 北升麻の 場合 は そ れが 含 まれ る とい う含有成分 の 差異は ， 漢方処方 の 医治効果 に も微妙な変化が あ る の で は なか

ろ うか と の 疑問が生 じて くる・中国産 の 白升麻 は キ ク 科植物か ら，本邦産 の 赤升麻 は ユ キ ノ シ タ 科植物 か らの もの で

あ る が ，そ の 化学的成分 の 本質 は 全 く異質 の もの に 属す る の で ， 医治効果 の 差異 は さ らに 大 きなもの に な る と考 え ら

れ る．価格が安い とい う点 か ら，た だ 単 に 升麻の 漢字名が付 い て い る生薬な ら，ど れ を漢方処方に 配剤 して も同 じ効

果 が得 られ る と期待す るの は
一

考を要す る と こ ろ で あ る．

　 われわれ は 升麻を配 した 処方 に つ い て ， 和升麻 と北升麻を用い た 場合 の 差異を薬理 学的 に 追究 し た い と 思 っ て い

る．
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